
仙
台
・
郡
山
で
「
夏
季
手
当

低
額
回
答
に
抗
議
し
再
回
答

を
求
め
る
集
会
」
を
開
催

6
月
20
日
、
福
島
県
集
会
は

郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
正
門

前
で
昼
休
み
時
間
に
開
催
し
、

福
島
県
支
部
と
郡
工
支
部
の
組

合
員
40
人
が
結
集
。

ま
た
同
日
夕
方
、
貨
物
宮
城

野
駅
門
前
で
宮
城
県
集
会
を
開

催
。
宮
城
県
支
部
と
仙
総
所
支

部
組
合
員
60
人
が
参
加
し
た
。

宮
城
県
集
会
に
お
い
て
東
北

貨
物
協
議
会
木
元
事
務
長
は
、

「
春
闘
時
、
会
社
は
大
き
な
決

断
と
言
い
、
た
っ
た
３
０
０
円

の
ベ
ア
を
提
示
し
た
が
、
今
回

も
貨
物
で
働
く
社
員
と
家
族
を

蔑
ろ
に
し
た
超
低
額
回
答
で
あ

り
、
怒
り
よ
り
も
呆
れ
る
ば
か

り
」
と
社
員
の
期
待
を
裏
切
り

続
け
て
い
る
貨
物
会
社
の
姿
勢

を
批
判
。

交
渉
経
過
で
は
、
「
経
常
利

益
は
91
億
円
で
8
期
連
続
の
黒

字
。
会
社
が
言
い
続
け
て
き
た

『
鉄
道
部
門
の
黒
字
化
達
成
ま

で
は
我
慢
を
』
も
6
億
円
の
黒

字
決
算
。
私
た
ち
の
要
求
に
応

え
る
体
力
は
十
分
で
あ
り
、
手

当
を
押
さ
え
つ
け
る
理
由
は
見

当
た
ら
な
い
。
社
員
が
正
当
な

分
配
を
受
け
る
の
は
当
然
の
権

利
。
JR
内
最
低
の
期
末
手
当
の

低
額
支
給
を
改
め
、
経
営
判
断

で
社
員
の
労
苦
に
応
え
る
べ
き
」

と
訴
え
交
渉
を
し
て
き
た
と
報

告
。
さ
ら
に
、
「
構
造
矛
盾
を

解
決
せ
ず
に
、
我
々
社
員
に
の

み
犠
牲
を
強
い
る
会
社
の
姿
勢

は
問
題
」
と
し
た
上
で
、
「
春

闘
に
限
ら
ず
こ
の
期
末
手
当
、

職
場
の
合
理
化
に
お
い
て
も
ス

ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
決
意
が
国
労

に
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、

現
状
打
開
に
向
け
た
闘
い
を
訴

え
た
。

貨
物
職
場
で
は
創
意
工
夫
し

た
闘
い
を
展
開
し
て
き
た
。

ま
た
地
方
本
部
は
客
貨
一
体

と
な
っ
た
緊
急
抗
議
集
会
と
合

わ
せ
、
東
北
協
議
会
と
し
て
貨

物
東
北
支
社
に
対
し
、
再
回
答

を
求
め
る
申
し
入
れ
を
実
施
し

て
き
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

な
お
国
労
本
部
は
6
月
22
日
、

妥
結
・
整
理
し
た
。
【
昌
】

JR
東
日
本
会
社
は
、
今
年
2

月
以
降
、
乗
務
員
関
係
施
設

（
詰
所
等
）
へ
の
「
防
犯
」
カ

メ
ラ
の
設
置
を
促
進
し
て
い
る
。

仙
台
支
社
も
同
様
で
、
関
係

組
合
員
か
ら
は
、
「
監
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
、
休
ん
だ
気
が

し
な
い
」
「
休
憩
室
の
真
ん
中

に
は
誰
も
い
な
い
。
み
ん
な
端
っ

こ
に
居
る
」
な
ど
の
声
が
あ
る
。

加
え
て
現
場
で
は
社
員
に
対

し
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
不
安
感
が
募
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
、
「
防
犯
目
的
」

で
あ
れ
ば
、
建
物
の
出
入
り
口

に
取
り
付
け
て
、
出
入
り
す
る

者
を
確
認
す
る
た
め
に
外
側
に

取
り
付
け
る
の
が
常
識
だ
。

し
か
し
、
こ
の
カ
メ
ラ
は
室

内
に
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、

休
憩
中
の
社
員
の
様
子
が
そ
の

ま
ま
映
る
と
い
う
。

窓
口
へ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

①
常
時
監
視
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
し
て
い
な
い
。

②
事
象
（
事
故
や
事
件
）
が
発

生
し
た
時
に
確
認
す
る
。

③
映
像
の
み
で
音
声
は
な
い
。

④
24
時
間
稼
働
、
記
録
媒
体
に

記
録
さ
れ
上
書
き
期
間
は
一
週

間
程
度
。
以
上
の
内
容
で
あ
っ

た
が
、
「
事
象
」
の
基
準
や
映

像
確
認
の
基
準
、
ま
た
確
認
者

や
立
会
者
の
問
題
な
ど
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。

休
憩
中
の
社
員
の
映
像
を
記

録
す
る
こ
と
は
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
違
法
性
は
な
い

の
か
。
ま
た
「
見
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
精
神
的
圧
力
か
ら
、
自

由
な
休
憩
時
間
の
活
用
や
業
務

か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
阻
害

し
て
い
な
い
の
か
。

地
方
本
部
は
、
現
場
の
声
や

意
見
を
集
約
し
、
交
渉
を
検
討

し
て
い
る
。
現
場
の
声
を
集
約

し
地
方
本
部
に
寄
せ
て
も
ら
い

た
い
。
【
昌
】
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6
・
30

各
地
方
組
織
部
長
・
書
記
長
会
議

7
・
5

第
12
回
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会
他

7
・
12

東
北
自
動
車
支
部
拡
大
委
員
会

7
・
14

工
務
協
議
会
定
期
委
員
会

貨
物
会
社
は
、
6
月
18
日
、
18
年
度
夏
季
手
当
に
関
す
る
申

入
れ
に
対
し
、
「
基
準
内
賃
金
の
1
・
65
＋
0
・
08
ヵ
月
分
、

7
月
6
日
支
払
い
」
の
超
低
額
回
答
を
行
っ
た
。

 
地
方
本
部
は
、
指
示
62
号
を
発
し
、
貨
物
会
社
に
対
し
て
抗

議
行
動
の
展
開
を
指
示
し
た
。

6
月
15
日
、
「
２
０
１
８
年
度
夏
季
手
当

の
申
入
れ
（
国
労
仙
地
申
第
18
号
）
に
対
し
、

2
・
45
ヶ
月
プ
ラ
ス
加
算
額
8
万
円
の
回
答

が
示
さ
れ
た
。

5
月
18
日
に
申
入
れ
以
降
、
こ
れ
ま
で
3

回
の
交
渉
を
行
い
、
会
社
は
２
０
１
７
年
度

決
算
に
お
い
て
減
収
・
減
益
で
あ
る
こ
と
や

仙
台
支
店
整
備
工
場
建
て
替
え
工
事
に
伴
う

費
用
増
大
な
ど
を
理
由
に
、
「
組
合
要
求
は

厳
し
い
」
旨
の
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

し
か
し
内
部
留
保
金
が
す
で
に
67
億
円
に

達
し
よ
う
と
し
て
お
り
原
資
に
何
ら
問
題
は

な
く
、
ベ
ア
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
か
ら
強
く

要
求
し
て
き
た
。

結
果
、
社
員
の
労
に
報
い
る
と
い
う
こ
と

で
何
と
か
昨
年
と
同
額
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
私
た
ち
の
要
求
か
ら
す
れ
ば
納
得

で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
糧
に
秋

季
年
末
闘
争
を
し
っ
か
り
取
り
組
も
う
。

（
東
北
自
動
車
支
部
No
１
３
７
よ
り
抜
粋
）

※
「
国
労
せ
ん
だ
い
」
を
は
じ
め
と
し
た
各

機
関
紙
は
、
国
労
東
日
本
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
n
r
u
.
c
o
m
/

）

の
上
部

タ
ブ
の
「
地
方
本
部
」
→
「
国
労
仙
台
地
本
」

→
「
各
情
報
の
指
矢
印
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

闘いの現状を報告する木元事務長

Ｎo . 2754
2018年8月5日
発行責任者 五十嵐敬

編集責任者 武田昌仙

貨物会社に怒りの拳を突き上げる

6
月
19
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

貨
物
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、

国
労
東
北
協
議
会
が
5
月
24
日

に
行
っ
た
「
夏
季
手
当
に
関
す

る
要
請
」
に
対
す
る
回
答
を
し

た
。
内
容
は
、
基
準
内
賃
金
の

社
員
は
2
・
0
ヶ
月
分
、
嘱
託

社
員
は
1
・
8
ヶ
月
分
、
臨
時

雇
用
員
は
1
・
6
ヶ
月
分
の
支

払
い
を
7
月
6
日
支
払
う
と
い

う
も
の
。
※
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
比

0
・
1
ヶ
月
増
額
の
回
答
。



7
月
6
日
、
宮
城
県
支
部
は
、

（
有
）
ユ
ー
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー

（
元
・
国
労
稚
内
闘
争
団
事
業

体
）
の
解
散
報
告
集
会
を
ハ
ー

ネ
ル
仙
台
で
開
催
し
た
。

集
会
に
は
関
係
者
58
人
が
参

加
し
、
主
催
者
を
代
表
し
、
秋

山
宮
城
県
支
部
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
続
い
て
ユ
ー
ズ
カ
ン

パ
ニ
ー
を
代
表
し
、
田
中
博
氏

が
経
過
報
告
を
行
い
、
「
こ
の

間
、
地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の

雇
用
創
設
と
労
働
運
動
の
両
立

に
向
け
て
闘
争
終
結
後
も
運
営

を
続
け
て
き
た
が
、
地
域
経
済

の
冷
え
込
み
、
原
材
料
の
高
騰
、

構
成
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
の
中

で
、
後
進
に
引
き
継
ぐ
体
制
を

確
保
す
る
に
至
ら
ず
最
終
結
論

と
し
た
。
今
後
の
生
活
基
盤
に

つ
い
て
は
、
再
就
職
と
議
員
活

動
、
年
金
生
活
で
何
と
か
維
持

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
自
分

も
稚
内
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
故
郷
を
去
る
決
断
に
触

れ
た
と
き
、
感
極
ま
り
言
葉
に

詰
ま
っ
た
。
ま
た
闘
争
団
を
引

き
継
い
だ
事
業
体
ネ
ッ
ト
稚
内

は
、
交
流
と
親
睦
を
中
心
に
運

動
を
継
続
し
て
い
く
と
報
告
し
、

こ
の
間
の
厚
い
支
援
に
対
し
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
、
長
年
に
亘
り

支
援
を
賜
っ
た
共
闘
団
体
を
代

表
し
、
県
平
和
労
組
伊
藤
副
議

長
、
仙
台
地
方
平
和
労
組
丹
野

議
長
か
ら
、
ま
た
仙
台
地
方
本

部
を
代
表
し
て
原
子
書
記
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

懇
親
会
で
は
、
国
労
闘
争
団

を
励
ま
す
会
、
仙
総
所
支
部
、

元
仙
台
闘
争
団
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
ゆ
か
り
の
あ
る
組
合
員
や

OB
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
一
言
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、
終
盤
に
は
Ｄ
51
合

唱
団
か
ら
厳
選
さ
れ
た
2
曲
が

披
露
さ
れ
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
が
輪
に

な
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
国
鉄

労
働
組
合
歌
を
歌
い
上
げ
、
秋

山
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で

散
会
し
た
。
【
昌
】

7
月
8
日
、
宮
城
県
支
部
は

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

組
合
員
を
対
象
に
し
た
「
第
7

回
東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
な
い

絆
の
集
い
」
を
駅
東
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
被
災
さ
れ
た

方
5
人
を
含
む
総
勢
26
人
が
参

加
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
11
年
3
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
、
家
屋
の
損
壊
を
始
め
、
ご

家
族
を
亡
く
さ
れ
た
組
合
員
に

寄
り
添
い
、
共
に
励
ま
し
合
い

支
え
合
う
こ
と
を
目
的
の
一
つ

に
掲
げ
、
近
況
報
告
や
懇
親
を

し
な
が
ら
激
励
行
動
を
行
う
も

の
。主

催
者
を
代
表
し
、
秋
山
宮

城
県
支
部
委
員
長
は
、
「
防
波

堤
や
海
岸
整
備
も
大
切
だ
が
、

未
だ
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い

る
方
も
お
り
、
生
活
基
盤
や
イ

ン
フ
ラ
対
策
に
力
を
注
ぐ
べ
き
。

ま
た
原
発
事
故
に
よ
り
、
6

万
人
も
の
方
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
支
部
は

被
災
し
た
組
合
員
と
そ
の
家
族

を
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

て
き
た
。
月
日
の
経
過
と
と
も

に
あ
の
出
来
事
の
記
憶
が
薄
ら

い
で
い
く
が
、
決
し
て
忘
れ
ず

に
一
人
ひ
と
り
が
あ
の
時
の
教

訓
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
職

場
の
中
で
実
践
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
被
災
さ

れ
た
方
に
は
、
分
会
や
支
部
に

遠
慮
せ
ず
何
で
も
相
談
す
る
こ

と
を
呼
び
か
け
た
。

被
災
さ
れ
た
方
を
代
表
し
、

石
巻
駅
連
合
の
大
場
さ
ん
は
、

「
家
は
建
ち
、
仕
事
も
輸
送
エ

ル
ダ
ー
に
。
だ
が
亡
く
な
っ
た

家
族
は
戻
ら
な
い
。
今
も
夢
に

で
る
。
死
ぬ
ま
で
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
下
を
向

か
ず
前
を
向
い
て
生
き
た
い
」

と
述
べ
、
分
会
や
支
部
の
こ
の

間
の
支
え
に
対
し
感
謝
の
言
葉

を
添
え
た
。

そ
の
後
懇
親
を
交
え
な
が
ら
、

参
加
者
全
員
が
当
時
の
様
子
や

近
況
を
報
告
し
全
体
で
確
認
し

た
。
途
中
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
用
意

さ
れ
、
罰
ゲ
ー
ム
も
あ
り
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
【
昌
】
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国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
に
よ

り
、
不
当
解
雇
さ
れ
た
組
合
員

が
、
全
国
に
36
の
「
闘
争
団
」

を
結
成
。
解
雇
撤
回
闘
争
を
継

続
す
る
に
あ
た
り
、
当
座
の
生

活
費
を
捻
出
す
る
た
め
事
業
体

を
立
ち
上
げ
た
。

国
労
稚
内
闘
争
団
か
ら
事
業

体
を
引
き
継
い
だ
（
有
）
ユ
ー

ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
闘
争
終
結

か
ら
7
年
（
発
足
か
ら
36
年
）

事
業
を
継
続
し
て
い
た
。

 
自
前
の
雇
用
創
設
・
地
域
貢

献
を
め
ざ
し
運
営
を
継
続
し
て

き
た
が
、
6
月
末
で
水
産
加
工

製
造
販
売
の
営
業
を
閉
じ
、
10

月
を
目
途
に
最
終
整
理
を
す
る

と
し
て
い
る
。
  

退
職
の
お
知
ら
せ

6
月
30
日
付

千
葉

勝
実
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

（
退
職
）

大
沢

亨
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
）

千
尋

敏
信
さ
ん

岩
沼
駅
連
合

（
退
職
）

山
崎

亨
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
車
両
エ
ル
ダ
ー
）

菅
野

聡
さ
ん

福
島
地
区

（
リ
ビ
ッ
ト
藤
田
駅
）

柳
沼

文
夫
さ
ん

貨
物
車
両
所
（
嘱
託
）

エ
ル
ダ
ー
退
職
・
嘱
託

長
谷
川

明
男
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
テ
ク
ノ
東
営
業
所
）

鈴
木

寿
弘
さ
ん

郡
工
車
体
科

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
郡
山
）

梅
津

誠
二
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
新
幹
線
）

鈴
木

幸
紀
さ
ん

福
島
地
区

（
テ
ク
ノ
福
島
）

阪
本

恒
夫
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
工
業
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

仲
間
の
異
動

6
月
1
日
付

（
出
向
）

 

長
澤

昌
幸
さ
ん
（
簡
苦
）

岩
切
駅

→
  
中
野
栄
駅

（
リ
ビ
ッ
ト
）

（
一
般
異
動
）

平
間

清
さ
ん

名
取
駅

→
  
岩
切
駅

佐
藤

正
彦
さ
ん
（
簡
苦
）

郡
山
駅

→
  
小
野
新
町
駅

白
川

稔
さ
ん

郡
山
駅

→
  
仙
台
駅

7
月
1
日
付

（
一
般
異
動
）

 
五
十
嵐

敬
さ
ん

福
島
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

↓

郡
山
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

池
田

充
さ
ん

仙
台
信
通
技
術
セ
ン
タ
ー

（
新
庄
メ
セ
）
→
（
山
形
メ
セ
）

全員で組合歌を熱唱！

今後も支え合うことを確認した

経過を報告する田中氏


